
 学校法人金沢学院大学  清鐘台通信 第 110号     2004年 11月 22日 
 

発
行
・
広
報
室 

【ＵＲＬ】 http://www.kanazawa-gu.ac.jp/    【携帯Web】http://k-gu.jp/ 

 

寄
贈
の
軽
量
折
り
た
た
み
式

作
業
台
を
見
る
上
野
支
店
長

（
左
）
と
石
田
校
長
＝
金
沢

東
高
校
美
術
文
化
コ
ー
ス 

 

金
沢
東
高
校
は
北
陸
銀
行
奨

学
助
成
財
団
の
平
成
十
六
年
度

寄
贈
対
象
校
に
選
ば
れ
、
十
一

月
九
日
、
同
校
で
寄
贈
品
で
あ

る
軽
量
折
り
た
た
み
式
作
業
台

十
一
台
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

 

来
校
し
た
上
野
英
一
北
陸
銀

行
金
沢
支
店
長
が
「
さ
さ
や
か

で
す
が
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
の
に
対

し
、
石
田
毅
士
郎
校
長
は
「
い

た
だ
い
た
も
の
を
活
用
し
、
教

育
の
充
実
に
努
め
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

ク
ス
、
映
像
な
ど
計
二
十
五
点

を
出
品
し
ま
し
た
。 

 

学
生
た
ち
の
自
由
な
発
想
と

み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
作
品
が
並
び
ま
し

た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
出
品

し
た
学
生
の
説
明
に
耳
を
傾

け
、
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
同

展
は
十
一
月
二
十
三
日
午
後
四

時
ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
高
屋

喜
久
子
助
教
授
の
ゼ
ミ
グ
ル
ー

プ
展
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ｕ
Ｐ
２
ｎ

ｄ
」
は
十
一
月
二
十
日
、
金
沢

市
香
林
坊
二
丁
目
の
北
國
新
聞

会
館
別
館
二
階
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

香
林
坊
21
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

同
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
三
、
四

年
生
十
六
人
が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ 
 

自
由
な
発
想
の
作
品
が
並
ん
だ
高
屋
ゼ
ミ
展 

＝
金
沢
市
香
林
坊
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
香
林
坊
21 

古
選
手
に
会
い
た
い
な 

鞍
月
小
児
童 

総
合
学
習
で
来
校 

作
品
に
み
ず
み
ず
し
い
感
性 

高屋ゼミ展「COME UP ２nd」 
23日まで北國新聞会館別館で 

米
国
在
住 

モ
ー
ア
公
子
さ
ん
来
訪 

 
石田学長と懇談するモーア公子さん＝学長室 

古
講
師
と
話
す
鞍
月
小
学
校

の
児
童
＝
第
二
体
育
館 

 

モ
ー
ア
さ
ん
は
、
滋
賀
県
で

開
か
れ
た
女
専
二
回
生
の
ク
ラ

ス
会
に
出
席
す
る
た
め
来
日

し
、
そ
の
足
で
二
年
ぶ
り
に
本

学
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

懇
談
で
は
、
金
沢
市
内
の
菩

提
寺
に
あ
る
両
親
の
墓
の
世
話

を
本
学
が
続
け
て
い
る
こ
と
に 

つ
い
て
、
モ
ー
ア
さ
ん
が
感
謝

の
意
を
表
し
た
の
に
対
し
、
石

田
学
長
は
「
今
後
も
出
来
る
限

り
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
約
束
し
ま
し
た
。 

 

モ
ー
ア
さ
ん
は
、
遺
産
か
ら

の
寄
付
に
つ
い
て
、「
将
来
、
も

し
孫
が
で
き
な
け
れ
ば
、
全
額 

を
学
校
に
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ク

ラ
ス
会
で
も
、『
み
ん
な
資
産

家
に
嫁
い
だ
の
だ
か
ら
、
も

っ
と
母
校
に
寄
付
し
な
い
さ

い
』
と
薦
め
て
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。 

 

 

金
沢
市
鞍
月
小
学
校
の
児
童

四
人
は
十
一
月
十
日
、
金
沢
学

院
大
学
を
訪
れ
、
古
章
子
講
師

か
ら
話
を
聞
き
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
演
技
を
見
学
し
ま
し
た
。 
 

六
年
生
の
総
合
学
習
で
、「
こ 

の
人
に
会
い
た
い
」
を
テ
ー
マ

に
、
将
来
な
り
た
い
職
業
や
興

味
の
あ
る
分
野
の
人
た
ち
を
訪

問
す
る
と
取
り
組
み
の
一
環
。

昨
年
夏
に
古
講
師
が
鞍
月
小
学

校
育
友
会
な
ど
が
主
催
し
た
講

演
会
に
出
向
い
た
こ
と
が
あ

り
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
興
味
の

あ
る
児
童
が
来
訪
し
ま
し
た
。 

 

児
童
は
、
古
講
師
に
小
学
六

年
生
で
出
場
し
た
全
日
本
選
手

権
や
シ
ド
ニ
ー
五
輪
の
思
い
出

な
ど
を
尋
ね
た
の
に
対
し
、
古

講
師
は
「
目
標
を
立
て
、
強
い

意
志
を
持
っ
て
努
力
し
て
く
だ

さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。 

 

 

韓
国
社
会
と
日
本
の 

 

相
違
な
ど
興
味
深
く 

 
 

土
曜
大
学
第
９
回 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
主
催
の
土
曜
大
学
第
九
回
講

座
は
十
一
月
六
日
、
２
号
館
で

開
か
れ
、
中
島
彰
史
助
教
授
＝

写
真
＝
が
「
言
語
文
化
の
面
白

さ
と
不
思
議
さ
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。
中
島
助
教
授
は
、

厳
し
い
上
下
関
係
や
共
同
体
意

識
な
ど
韓
国
社
会
の
特
徴
を
日

本
と
比
較
し
解
説
し
ま
し
た
。 

 

本
学
園
創
設
期
の
金
沢
女
子
専
門
学
園
二
回
生
で

現
在
、
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
在
住
の
モ
ー
ア
（
旧
姓
福

永
）
公
子
さ
ん
（
75
）
が
十
月
二
十
九
日
、
金
沢
学

院
大
学
を
訪
れ
、石
田
寛
人
学
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

モ
ー
ア
さ
ん
は
、
以
前
申
し
出
が
あ
っ
た
遺
産
の
信

託
契
約
に
よ
る
本
学
へ
の
寄
付
十
万
ド
ル
に
つ
い
て

「
少
し
で
も
学
校
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
、
母
校

に
寄
せ
る
熱
い
思
い
を
改
め
て
語
り
ま
し
た
。 

東
高
へ
北
陸
銀
財
団
か
ら
作
業
台
の
寄
贈 

 


